
地域とともに生きる
―臨床心理実践から社会の未来を考える－―臨床心理実践から社会の未来を考える－

福岡女学院大学臨床心理センターは、この10年間地域に生きるみなさまのお役に立つために、臨床心
理実践に邁進するとともに、臨床心理実践を通して社会に貢献する人材を育成し、社会に送り続けてまい
りました。
臨床心理センター開設10周年を迎え、震災、不況、自殺、うつ、不登校、虐待など、様々な社会の問題を
抱えている今、臨床心理士の立場で、その真っ只中で活躍している修了生の臨床心理実践報告とともに、
現場からみる日本社会の未来と希望についてみなさまと語り合う機会となるよう、地域交流講演会を準備
しました。
みなさまのご関心、ご参加をよろしくお願い申し上げます。
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《申込･問い合せ先》
福岡女学院大学臨床心理センター
電話 /FAX：092-575-2490（直通）

7月23日（土）
13:30～16:00（13:00開場）

福岡女学院大学
421教室
（〒811-1313 福岡市南区曰佐3-42-1）

入場
無料日

　
時

場
　
所

後　援：福岡市教育委員会・春日市・大野城市・福岡市(予定)・春日市教育委員会（予定）・大野城市教育委員会（予定）

福岡女学院大学臨床心理センター開設10周年記念
地域交流講演会

＊会場準備のため事前申し込みをしてくださると助かります。御氏名
　をTELorFAX(共通092-575-2490)にてお知らせください。
＊託児あり（要申込・①お子さんの年齢②緊急時の連絡先を事前に
　お知らせください。）
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